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第一章 緒 言

血液 中二存 スル各種細菌 二封 スル該菌増殖阻 止

作 用 ノ研究 ハWrightガ(D1908年 二毛細管培

養法 テ、次 デ(3〕1923年 二登表 セル,,SlideCell

Culture"(S.C.C)法 ニ ヨ リ結核菌 ノ全 血液 内檜

殖 二關 スル研究 ガ初 マ リ、其 ノ後今村教授指導

ノ下 二㈲佐藤 ガ之 テ動物實験 二移 シテ ヨリ今 日

二至 ルマデ該方法 テ用 ヒテ實験的或 ハ人禮 二於

テ多 クノ研究 ア リ.今 村教授 ハ全血液 内結核菌

ノ」曾殖及其阻 止ハ結核免疫 ノ重要 ナル因子 ト見

傲 シ、 之 ガ結核病漿 トノ關係 二就 テモ(13)論ゼ ラ

ル ・所 ア リ.(14x15)其他 各種細菌 ニヨル詳細研 究

報 告 ア リ。 コ ノ間 ライ ト氏原法 ハ今村門下 二於

テ㈹ 改良 二次 グニ改良 テ以 テセ リ。

而 シテ全血液 テ以 テセルS.C.C法 二他 ノ物質

テ添加 シ、 以 テ其 ノ添加物質 ノ結核 菌褒育 二封

スル態 度 ラ研 究 セルモ ノハ 甚 ダ少 ク、1927年

J19)Fryニ ョ リ「サ ノクリヂ ン
」ノ結核 菌 二封 ス

ル作 用e覗 ハ ン ト欲 シS.C.C法 テ 用 ヒタルニ

始 マ リ、1927年(30》Bannermannハ 炭 末 ラ、

1928年 「31)Hesse・ ・結核 ノChemotherapie二

用 フル物質 ノ選揮 方法 トシテ32Meiβnerト 共

二222種 ノ色素 ラ添加 シテ實験 シAzou.Pol-

yazo及 ピAzinノ 各 組 二於 テ「アル カ リ」性 テ

呈 セルモ ノ10種 二於 テ ノミ結核 菌登育阻止作

用 アルテ認 メ駿 表 セ リ。尤 モMeiBnerハ ラ イ ト

氏改良法 ラ用 ヒタルモ、其 ノ成績 中二色素濃度

テ明記 セズ。最近 ㈹ 米田、澁川 ハ「ピリル ピン」、

「ビリ〈ごル ヂン」及 ビ91種 ノ鑛物 性色素 テ添加

シ實験 セル ニ「ピリル ピン」及 ピ3種 ノ色素 二於

テ結核菌 壇殖阻 止作用 テ認 ノタリ ト報告 セ リ。

叉 繭 坂 本 ハ5例 ノ結 核喀疾 テ 「クロ 」ホルム」

ニテ慮理 シタルモ ノテ全血液 二加 ヘ ライ ト氏法
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轟ヨリ實験 シ、喀疾 中二結核菌壇殖阻止物質 ラ

シキモノテ謹明 シ、該物質 ニツキ推理的考察 テ

ナセリ.

ライト以來多鍬研究ニヨリ結核 ノ感染免疫 ト共

二結核菌櫓殖阻止物質 ノ血液中二畿現スルハ最

早ヤ疑 フベカラザル事實 トナレリ。且ツ該物質

ハ濫川ノ研究 ニヨリ所謂(85)Hyeckノ 「ネガチ
つ

一ベ アネルギー」状 トナ レル如 キ重症者 二 於 テ

ハ滅少叉ハ浦失 スル事實モ亦否認スル能ハズ。

然 レドモ結核喀艇中二於ケル桔核菌増殖阻止物

質二就 キテハ前記阪本 ノ極 ク少敷例 ノ略記 セル

昌過 ギザル ノ状態ナ リ。結核喀疾ハ病竈破壌産

物 ノ他 二結核炎症病慶 一ヨル産物 ラ含ム。カ ・

ル喀展中二結核楓殖阻止作用 ノ存在 セルヤ否ヤ

テ知 ラントシテ本研究ラ途行 セリ。

第二章 實験方法

喀疾 ハ早朝喀 出 セル モノテ、豫 メ用意 セル検疾

瓶 二移 シ、可及 的新鮮 ナル モノラ使用 スル目的

ヲ以テ 喀 出後迅速 二塵置 セ リ。 而 シテ 唾液 ニ

ヨル影響 テ防止 スル意圖 ノモ トニ検疾瓶 ニハ濾

紙又ハ吸墨紙 テ用 ヒテ唾液 ノ吸牧除去 テ企 テタ

リ。

カクシテ得 タル喀 疾 二等量 ノ生理 的食盟水 テ加

へ、小硝子球 テ有 スル 「コルベ ン」内 ニテ良 ク振

盆 シ、李等性乳廉状 テ呈 スル ニ至 リテ、直 チー

「ベルケフ ー..ルド」濾過器(V)テ 用 ヒ、 常 二760

mmHg.歴 ニ テ吸 引濾過 シ、 得 タル透明濾液 テ

實験 二使用 セ リ。

人血 テ以 テセルS.C.C法 ハ 今村西村改良法 二

多少 ノ憂法 ラ 加味 シタルモ ノテ 考按使用 シタ

リ。人血 ハ同一健康人血液(便 宜 上余 ノ血液)テ

使用 シ、結核菌株 ハ、當教室保存 ノ傳研 上池人

型株 テ用 ヒ1.Oca10.Ommg.液 テ1分 間3000

廻 韓 ニヨリ5分 間遠心分離 セル上層 テ樋 リテ使

用 セ リ。

實験方法 トシテハ 減菌小 「ス ピッツJ二 人 血0.35

㏄ テ トリ像 メ上記方法 ニヨ リテ作 レル結核菌液

0.05ca二 喀 疾濾液0.10qqテ 手 早 ク混合 シ、 之

テ今村、西村改良法 ニ ヨリ2枚 ノ「オヴエ ク トグ

ラス」中 二滴下 シ、流動 「バ ラフ,ン 」中二牧 メ、

37度(振 氏)ノ 卿卵中 二培養 シ、5日 後流動 「パ

ラフ・ン」中 ヨリ取 リ出 シ、溶血固定染色検鏡 セ

リ.而 シテ染 色ハ 「チール ネル ゼン」染色法 ニヨ

リ、検鏡成績 ハ誤算 テ可及的避 ケル タメ、周邊

部2ケ 塵、中心部2ケ 塵 ノ各覗野 二於 ケル菌嚢

育状態 ノ軍均 テ以 テ判定 セ リ。而 シテ其 ノ檜殖

程度 テ5群 二分 チ

(一)全 ク檜殖 セズ ト認 ムルモ ノ

仕 》 菌 ノ2-4箇 ノ檜殖

(+)菌 ノ5-10箇 ノ檜殖

(昔)菌 ノ11-30箇 ノ」曾殖

(帯)30箇 以 上 ノ檜 殖

トシ判定 セ リ。

第三章 實験成績

今村内科入院結核患者33;名 ノ喀疾濾液 一混

ジ、S.C.C法 ニヨリ、人型結核菌 テ培養 シ其 ノ

成績ニヨリ結核喀疾中二含ム結核菌檜殖阻止物

質テ考究 シ、同時二該患者!ピ ルケ氏反慮、皮

内反慮、赤血球沈降速度、血液検査、胸部「レン

トゲン」像、拉二胸部理學的所見其他二依 り患者

ノ全般的観察 テナ シ之 ト實験成績 トテ比較研究

セリ。

第一節 結核喀疾濾液 ヲ添加 セル人

血S.C.C法 二於 ケノv人型結核

菌培養成績

肺結核喀疾331例 テ第二章a記 述セシ如ク慮理
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シS.C.Cラ 行 ヒ結核菌壇 殖阻 止 ノ程度 テ見次 ノ

表 テ得 タリ。(第1表)'　 '

第1表'肺 結核喀痕濾液加人血S.C.C

培養成績(例 数),

鰍ド 讐
13077"331
(39.39623.396

璽ニー

73
22.0%

盤_塵_副0

十十 柵
'
3912

11.896(3,6%

第1表 二示 ス如 ク糖 敷331例 中結核 菌塀殖阻 止

作 用 テ見ルモ ノ130例(39.3%)テ 示 シ、塙殖阻

止 テ全 ク見ザルモ!12例(3.6%〉 ナ リ。

即 チ阻 止作用 テ呈 セザル モ ノハ阻 止作用 テ呈 ス

ル モ ノ・約10%ナ リ。

第一項 培養成績 ト病症 トノ關係

全例331例 テ輕症、中等症、重症及 ピ死 ノi縛蹄

ラ取 レルモ ノ・4群 二分 チ、輕症6例 、 中等症

82例 、重症161例 及 ビ死亡者82例 テ得 タリ。

但 シ死 ノ轄蹄 テ取 レル モ ノトシテハ余 ハ喀疲探

取後10日 以 内 二死亡 セルモ ノテ 以 テ該群 テ作

レリ。

第2表 肺結核喀疲濾液加人血S・CC

急 培養成養 ト病症

ド

ー1+1+1-1・H,

■

韮…

25

第2表 二依 ラバ結核菌檜殖阻 止 テ示 スモ ノ輕症

一ア リテハ5例 、中等症 ニア リテハ54例 、重症

一ア リテハ70例 ナ リ。 而 シテ 死亡例 ニア リテ

ハ僅 カニ1例 ノE。

而 シテ阻止作用 ノ全 ク清失 セル12例 ハ 輕症 中

等症 ニアラズ シテ重症又ハ死 亡者 二馬 スベキモ

ノナ リキ。

第二項 培 養成績 ト「レン トゲン」線 ヨ

リ観 タル病型 トノ關係

全例 テ喀疾 探取時 ノ胸部 「レン トゲ ン」像 ニ ヨリ

滲 出型(主 滲 出型 テ含 ム)、増殖型(圭 増殖型 テ含

ム)混 合型、播種型及肺上葉 炎(滲 出型及 ピ硬鍵

型 二別 ヅ》ノ5型 トシ,各 々120例 、27例.138

例,21例 、24例9得 タ リ。

第3表 肺綺該喀彼 濾液加人血S・C・C

二培養成績 ト病型lll

「

型 別(例 鍛)

結該薦増殖糧度

L周+掴 帯

滲 出 型(120)
一,_一 一一 讐一 一一,一 一 一

増 殖 型(27)

竺
24

-

57
-

1

箪
2一

旦
4

20
-

1-

」9一

ヱ

星
一
2一

了

⊥
}

混 合 型(138) 2
r-

4
一 一

播 租 型(21)一

炎(24)

2
-

14
-

130

2肺上葉陵鍔島
1

--

77
一 一一一 一一一 ●

倉 計(331) 73 39 12『

滲出型、壇殖型、混合型拉 ピニ肺上葉炎ノ硬塑

型 一アリテハ阻止作用ラ呈スルモ1多 シ。殊 二

壇殖型及 ピ肺上葉炎硬璽型 ニアリテハ其 ノ殆 ン

ドガ(一)テ 示 シ、且ツ(柚 テ示 スモ ノテ見 ズ。

又肺上葉炎 ノ滲出型及 ピ播種型ニアリテハ阻止

作用 ラ呈 スルモノ少 シ。

即 チ型別 ト培養成績 トノ間ニハー定 ノ關係 テ謬

メザルモ、肺上葉炎ノ硬愛型 ト増殖型 トノ培養

成績近似 セルハ注目スペキモ ノナリ。

第 二節 結 核 喀疾 濾液 ヲ添 加 セ 〃人

血S.C℃ 法 二於 ケ〃 入型結 核 菌

培養 成績 ト「ツペ ノレク リン」反感

トノ關係 蛇 ピニ當該 患 者 ノ全血

液 ヲ以 テセノレ培 養 成績 トノ關係 ・

全例 テ「ツベル クリン」反慮陰性者及 ピ陽性者 ノ

2群 二分ケ、夫々257例 、74例 テ得 タリ。而 シ

テ是等 ガ培養成績 トノ關係 テ示サバ次表 ノ如

シ。但 シ「ツ」反慮ハピルケ氏反慮及 ピ皮内反慮

テ用 ヒ且ツ其 ノ判定二當 リテハピルケ反慮陰性

者 ニシテシカモ皮内反慮陰性(1000倍 薔 「ツ・Ne

ルクリン」液)ナ ルモノラ以テ陰性者 トセリ。陽

性判定ニハ封照(濃縮「ヴィヨン」)二比 シ登赤腫

脹 ノ檜大モルモ ノテ以テセ リ。

第4表 二依 ラバ阻止作用 テ呈 スルモノハ「ツ」反

庶陽性者ニアリテハ過牛藪(67%)テ 示 セドモ、

「ツ」反慮陰性者 ニアリテハ31%二 於 テ之 テ見
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第4表 肺結核喀痕濾液加人血S.CC培 養

成績 ト「ツベルクリy」反感

「

ツ
」

反
感

例 数
結 核 菌 塘 殖 程 度

}　一 一,}一 卿 一,一

一1±1+1++1柵

(一)
257
(100%)

80
(31%)

55
(21%)
73
(29%)

37
(15%)

12

(49の

(+)
74
(100%)

50
(67%)1
22
(30%)

0
2

曳3%)
0

・ノレ●

又阻止作 用 ノ消 失 セルモ ノハ「ツ」反応陰性者 ノ

Z二Hrシ 、 「ツ」反感陽性者 二八之 ラ見ザ リキ。

次 二「ツ」反応陰性者32例 ノ當該患者 ノ全血液

ラ以 テセルS.C.C成 績 ト喀疲濾液添加 ニ ヨル

・S.C.C成 績 テ比較研究 シ次 ノ表 テ得 タ リ。(第

5表 》

第5表 「ソ」反感陰性者ノ全血液S.C.C培 養 成績

ト嗜癖濾:液加人血S℃.C培 養成績 トノ比較

全血液S.結 核菌培殖程度
例柵数 十十C℃ 培養

成績 1例 数

」

2・1・ ・

喀S
疲C
濾C
液増
加善
人成
血続

結核菌培殖程度 一 ↓ 4

一 6 8

± 1 2

十 3

什

柵 11

第5表 二示ス如 ク血液中二結核菌増殖阻止作用

テ消失 セル21例 ノウチ6例 ハ喀疾中 二術ホ結

核菌増殖阻止作用 ノ存在 セルテ知 レリ。叉血液

中一阻止作用減退セル10例 ニアリテモ當該患

者喀疾中二阻止作用テ認 メシモ8例 テ得 タリ。

:然レドモ血液中二阻止作用テ認 メ、 シカモ喀疲

中三モ明ラカニ阻止作用 テ認メシモノ1例 テ得

タリ。

,即チ全血液中二結核菌増殖阻止作用 ノ消失 ラ來

セル後ニアリテモ尚ホ喀庚申二八阻止作用アル

モノアルラ知 レリ。

尚ホ前記血液中二阻止作用消失セルモ喀疲中二

存在セシ6例 ニツキ数回二五 リテ實験 シ、阻止

作 用 ノ消長 テ検 セリ。

二以上6例 ヨリ見レバ全血液中二阻止作用消失ス

第6表 肺結核喀痕濾液加人血S.C£ 培養成

績 ト全血液S.CC培 養成績

第

丙

■至

甕

璽
)

重不
症良

藩
山梨

培養年月日
23/V皿
,35

10!XI
,35
一一一

帯

9!1
,36

_一 一 一

柵
一 一専一 甲 一

一

ρ一

一二

10ノ即
ノ35

全血液S.CC 榊 1、

喀疲濾液加
人血S.C.C

一 一

一一

「ツ」 反 応 一 一
一 ■

一

重不
症良

疹
出
裂

培養年月日
20ノ▽∬
,35

1枢
,35

10加
,36

全 血 液S.C.C 柵 骨
一一辱一

一

柵
一}薗

士

柵

喀痕濾液加
人血S.C.C

一

一一

什

「ツ」 反 応 一 一 一 一

策
三
例

■(
♂)

軍
四
例

■(
♂
)
一

第
五
例

■(
♀
)
一

第
六
例

■
(
♀
)

中型
等'
症不'
愛
滲
出

培養年月日
101X
,35

211X皿
ノ35

51皿
,36

一一噂一

帯全血液S.GC 柵 榊
一一

喀疲漉液加
人血S.C.C

一 十 十
一 一 一
一

一

,一一
「ツ」 反 応
●陶『一 一繭■〒一

一 一
一一

一

重不症愛
・

藩
出

裂
{

中型
等'
症不

混
合

培養年月日
201V皿
,35
91X
,35

111X旺
,35

脚 〇 一一一一.一

帯全 血 液S.C.C 柵 柵

喀疲漁液加
人血GS.C

一 帯 柵

「ツ」 反 応 一 一 一

培養年月日
30ノ細
,35

10,皿
,36
13畑
,36

全血 液S・C・C 帯 柵 柵

喪 再演濾液加
人血CS.C

一 十 柵

'「ソ
」 反 応

一 一 一

重
症
、

混
合
型
、

死
亡

培養年月日
20/Xπ
,35

151皿
,36
18畑
,36

201皿
,36

全 血 液S.C.C 柵

一

督 柵
●

(謙
柵

喀疲濾液加
人血S.C.C

一 ± ± 柵

「ツ」 反 感 一 一 一 一

ル夙 喀庚 申 二八数回 二五 リテ未 ダ阻止作 用 ノ

消失 テ謹明 セザルモ ノ1第1例)、 弱 度 二消失 ラ

説 明 セル モ ノ(第2及 第3例)、 又検査 時急激 ノ

潰失 ト認 ムベ キモ ノ第4,5及 ビ6例 ナ リ。且

ツ第6例 ニアリテハ死 ノ2週 目前 二於 テ喀痕 中

ノ結核菌増殖阻止作用 ノ急激 ナル消失 ラ示 セル

ラ見ル。
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策三肺 結核喀 痕 中 呂存 スノレ人

型 結核 菌増 殖 阻止作用 ノ消

長 ト豫後 トノ關係

8同 以上嗜破濾液 チ添加セル人血S.C.C法 ヲ

施行也ルモノ22例 ラ得 テ、其が成績 ト豫後 トノ

餉係 二村 キ次表 ラ得 タリ。

第7表 肺結核喀覆濾液ト結核菌増殖

阻止作用ノ消長 ト壌後

病
氏名 「ツ」反感

症

S・C・C培 養 成 績

Il胴IIVV
壌後

1

至

■ 重
量

一 一 ± 二
士一
什
二
二
=「

ラ

T

柵一

一
一
什
,一

十一

一

主
一

一
・十
一

一
±一

坐
}

一

一

一
一
一

『

一

一

一

一

一

一

一

一

一
督

死亡

■ 一 士 ±一
十
二
=
二

一
死亡一
死亡一
死亡一
死亡

』 ■

-■ 重.
量

一

壬
一
一
一,
一

■ 一

■ 重 一

■ 中 一
一

一

一

=
}
一

土
一

一

μ
_一閣__剛`

=
一

一
不良

3
一

」
5
一

6
一

7
一

8
}

9
}

10
一

■ 重 一 主
十
二
二

二

二

二

二

二
±
二
一=「

二
一
十

主
一土
十
二

三
}

二
十二

督
二
一
十
二
=
『

ニ
一

一

一一

一

一

一一

不良

■ 重(十)→(一) 不良
}一

死亡一
死亡一
不良一
不良}
死亡
輌一

死亡

■ 里
中

十
}
十
=
一

上
十二

十二

督一

土
柵
=
一
十

■
『

ヒ+戸(一

■ 璽
重
重

一
一一

■
一一一一}
一

■
}

一

■ 重 一

■}噌一
■
重
重

一 不良
一 死亡一

不璽一一
不愛一
不愛

11
}

12
「

13
一

墾
15
「

箏
17
}

18
一

19
一

20

}

21

一

■`冒,一7
■
重
重

十

(十)→(一)

■ 史
重

十
一
一
一

一

一

一

一

一

■
(一}

一

一

帯
一

士
一

一

}

}

一

稚 く良好

一
稽 ζ
身好一
稽 ζ
良好

■■ 重 一

22■ 重 一

第7表 二依 ラバ22例 中、 阻止作 用 ノ漸次 消失

又 ハ減退 セリ ト思 ハル ・モ 六 師 チ結核菌塘殖

程度 ノ漸次強大 ニナルテ示 スモ ノ17例 ナ リ。其

が豫後 トノ關係 テ見ル 皇、死 亡 セルモ ノ9例,

不 良 ノ纒 過 ラ トルモ ノ7例 ニ シテ不壁叉 ハ良好

ノ経過 テ取 レルモ ノ只1例 プル ノL。 之 一反 シ

阻 止作用 ノ爾 ホ強力 ナル例 ニア リテハ死 亡 セル

モ ノ1例 モナ クt不 痩及 ピ良好 ナル経過 テ取 レ

リ。

即チ喀庚申 ノ阻止作用 ノ減退又ハ消失スルモノ

...ハ豫後不良ナルモノ多 事テ知 レリ。

第 四節 唾液 ヲ添 加 セ 〃人血S鳳C

法 皇於 ケ〃人型 結 核 菌培 養 成績

前記第二権貴融方法 二於 テ既....記述 セルが本實

麟 庚材料中二気筒ホ唾液 ノ混在 テ遵 ク難 キ昌

ヨリ、僅少混在ニチモ唾液中._..結核菌増殖阻止

物質 ラ含ムFセ バ本實験 二重大ナル影響 アルヲ

慮 り次 ノ方法 三三リ唾液添加 三碧ルS.C.Cデ

行 ピタリ。 ・

實験方法 トシテハ3%退 化酸水素水t生 理的食

霊水、滅菌「シャー レ」、硝子棒、及 ピ濾紙 ノ小

片 二弱酪酸 テ浸セルモ ノヲ用意 シ置キ、患者 弟

先 ヅ過酸化水素水ニテヨク含歎 セ シメ次 デ生理

的食盆水ニテ再度含噺 テ命 ジ、後酪酸紙 テ舌根

下ニアテ数秒 ノ後取 リ捨 テ、直 チニ生理的食盛

水一テ含徽 ナサシ人 清浄中性 ニナリタルテ待

チテ、湧出セル唾液 テ滅菌「シャー一v」二採取 セ

リ、カクシテ採取 セル唾液ハ直 チニ「ベルケフェ

ル ド」濾過器(V)ニ カケ常 二760mmHg.陰 座

ニテ吸引濾過 シ、得 タル無菌、透明ナル液 ラ前

記喀疾濾液 ト同様 ノ手段 テ用 ヒテS.C.Cテ 行

ヘ リ。而 シテ第8表 ラ得 タリ。

第8表 唾液濾液加人血S.C.C培 養成績

隔 国 恥㎜1釧 搬

肺

結

核

患

者

(

1
)

一
(
垢
)

1
-

2
-

3
-

4
-

5
一 「

6
-

7

重 柵一
重 柵一
中 帯一
中 帯一
重 柵一
中 帯一
中 帯一

8一

皇
10

-

11
-

12
-

13
-

14

中 榊一一 一
輕

死

柵一
　

柵一
輕 柵一
重" 惜一
中 卦一 ・
中 柵一
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一1一
中 帯

一 燭

健康

者
(16

)

1
(20

)

一 帯

一 帯

榊

15

16
-

17
0-

18
_1

一

封

1一
1gl一 柵

201一 榊一 一一

照 柵
[

第8表 二依 ラバ唾液ハ結核菌毅育 ニハ何等影響

アルモノト考ヘラレズ。

郎チ結核患者唾液ニアリテモ健康者唾液ニアリ

テモ対照 ト同程度 ノ増殖度 ヲ示 シ、何 レモ増殖

阻止作用テ認 メザリキ。

第 五節 非結 核喀疾 濾液 ヲ添加

セル人 血S.C.C法 二於 ケノV

人型 結核 菌培 養成績

非結核喀疾、肺壊疽喀疾、百日咳喀疾、気管枝

喘息喀疾等 テ得t是 等ザ喀疾濾液 ノ添加一三ル

SqCテ 行 ヒ第9表 ノ如キ成績 テ得 タリ。

第9表 非結核喀疾濾液加人血S.C.C培 養成績

號

」-

一
9
剛
一2
U

4

一
5

一
6

一
7

一
8

一
9

「
10

一
11

氏 名 性別 症 病 名

♂

=
δ

急性気管枝炎

急性氣管枝炎

♂

享

山
♀

急性気管枝炎

肺壊疽(結核性)

肺 壊 疽

肺 壊 疽

♂ 肺 壊 疽

♂ 肺 壊 疽

♀ 百 日 咳

華 鷺

ツベル

クリン」

反 感

十

什

十

十

十

十

十

十

十

㏄
楚

柵
T
柵

±
T
T
什

柵

柵

柵

十 柵一

策 六節 結核喀 痕 中 呂存 スノv人

型 鈷核 菌増殖 阻止作 用 ノ基

因 昌間 スノレ二 三實験

第 ・項 喀擁中 ノ白血球

全血液中二存 スル結核菌増殖阻止作用三ツキテ

白血L球ハ何等(鋤關與 セズ トナスモノアリ。

第10表 二示 スガ如 ク喀疲 ノ外観上 ヨリ膿機叉

ハ粘液濃様性ナルモノ、及 ピ白血球激 ノ多寡 三

ヨリ白血球撒多敷 ナルモノニアリテハ其 ノ阻止

作用程度大 ナルテ察知 シタルヲ以テ(第10表

《B)、(A))・ ・二下記 ノ如キ膿汁 ヨリ得 タル白

血球浸出液 ラ使用 シ前記喀疾 ト同様 ナル方法テ

用 ヒテS.C.Cラ 行ヘ リ。

膿汁ハ岩永外科教室 ノ入院外来患者 ヨリ得 タル

モノナルガ、其 ノ質駒方法 トシテハt膿 汁 テ数

回生理的食盛水一テ洗縢 シ白血球 テ建心分離法

._..テ採取 シ、滅菌蒸鱈水テ2倍 量 二混 ジー蓋夜

放置 シ、後乳鉢ニテ約10分 間摩擦後置チニ「ベ

ルケフェル ド」濾過器(V)ニ テ前記喀疾 ト同様 ノ

方法ニテ濾液 テ得。 カ ・ル 浸出液濾液0・10c£

テ人血及 ピ人型結核菌浮游液 前 記喀庚濾液實

験時 ト同様 ノモノ)0.05cゑテ混 ジS.C.C法 テ行

フ。判定ハ培養5日 判定 トシ増殖程度表現ハ喀

疾實験 二準ズ。而 シテ第11表 テ得 タリ。

第10表(A)肺 結核喀嬢:漉液加人血S.C.C
培養成績 ト喀疲中白血球数

喀 疲 中 白 血 球 薮
結核 菌増殖 程度

一1±1+同 柵

少顛落 詣 激 辛白)!一 7!91823

1一 一1一 一 一

第9表 ヨリセバ各全例二亙 リテ対照 ト大差 ナキ

増殖程度テ示 セリ。

即チ非結核喀庚ハ結核菌増殖阻止.作用'テ呈セザ

ルコトラ知 レリ。

但 シ第4例 ハ培養後、結核菌 テ喀疾中二謹明セ

リ 。

第10表(B)肺 結 核喀疲濾液加人血S.C.C

培養成績 ト喀疾 ノ性状

喀疲性状(例鍛)
結 核菌 増殖 程度

●

一1±1+国 構

膿 檬(32) 里
41
マ

10一

里
i

-1-

811一評 す■
4

'膿檬 粘液性(83)

'粘 液 性(16)
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策11畿 白血球(膿 汁中ノ)浸出液加人血

S・C・C培養成績

}

精

核

性

膿

汁

(1

)

一
(

10
)

1

番凱
『 、 嚇 唱 曽7

1
一

三

.ユ
ー∠L

ユ
6一

ユ

■
£
10

-

11

-

12}

旦
14

一

氏名

-回

-r

年齢

『喜が

汀
一

墨
ρ
挺
25
一一

19

-

35

一一

至 一
20一

里
22

-

26
-

46

一

訟 噺
"踊 ●一 一_一

S.C.C

名」禁 戒籍瀟
結核性下露膿瘍 一 1_

o 「
■
一L _

■
一

}掌

化膿性結核性頸
部淋巴腺炎
辱嘔唱 畠

一 一

化膿性結核性頸
部淋巴腺炎
一 一 一 咽一

醐 一

一国 結核性下奥膿癌 _二_ 十
一 一 　 ,　 ,

十■
哺

結核性下乖腺癌 一

■
心 置■-

一 ■■■■膨 一

■
一

結核性下乖膿瘍一 一`一 幅置

化膿性結核性頸
部淋巴腺炎一一『 一一_

化膿性結核性頭

一

『 巴←一

一

一

一 一

一■ 部淋巴腺炎

■ 結核性下垂膿瘍 一 十

■ 結核性下垂膿瘍 十 一一

碧3
核1

鎚
骨
一

　

■ 急性化膿性頸音1
淋巴腺炎 十 一

■ 化膿性乳腺炎 柵 一

■ 化膿性乳腺炎 柵 一

■ 化膿性淋毒性膝
關節炎 帯 一

対照 榊 一

第11表 二依 ラバ結核性疾患膿汁中 ノ白血球浸

出液 テ添加 シタルモノ島アリテハ只1例 ラ除 キ

テ他 ハ全部明ラカニ結核菌楡殖阻IL作 用 テ認 メ

タリ。之二反 シ非結核性疾患膿汁 ヨリ得 タル白

血球浸出液 テ添加セルS.C.Cニ アリテ八卦照

ト大差ナキ成績 テ得 タリ.而 シテ前記1例 ハ肺

臓 二著明 ノ結核病璽 ラ見ザルモノナリキ。

又第10表(A)二 三ラバ喀庚申白血球数多歎ナ

ルモ ノー・アリテハ其 ノ大多数(70%)二 於 テ結核

菌増殖阻止作用 テ示 シt只1例 バ 阻止作用テ

呈 セザ リキ。

以上 ヨリシテ喀庚、膿汁テ問ハズ結核性疾患二

俘ヘル白血球浸出液中一。ハ結核菌増殖阻止作用

ノ存在スルテ認メ得 タリ。

勘 チ結核喀疾又ハ結核膿汁中ノ白血球 ハ結核菌
」増殖阻止作用 ノー基因 トナルモノナリ

。

第二項 喀疾中ノ抗原性蛋 白艘

喀 庚申ノ抗原性蛋白艦 ら就キテハ紛 余ハサキ

ニ免疫生化學的方面 ヨリシテ抗人血清 ノ家兎血

清ラ以ナ研究 シ搬衰世ルガ、 カ・ル血1青學的方

法一目リテ測 り得 タル抗原性蛋白艘 卜結核菌増

殖阻止作 用 トノ間 二如何 ナル關係 アリヤ テ研 究

第12表 肺結核喀燦濾液加人血5.C,C培 養

成績 卜喀破:中ノ抗原性蛋白艦量

番

槻
1

2
「3

4
顕

6

7
㎜8

9

m

n

蓋

π

並

等

旭

P
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一21
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一23

一24
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一
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一31
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一34
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一
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「
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反
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中

重

=
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症
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甚薩鞭班三
世耐繭喜喜±丁旦

世再齋再丁+量

坦董耳;下 土

世再世 壁 土
廿石子世・

世世再再:壁:
柵帯繭;芋+

什

一
帯

一
督

一
督

一什

…什

}柵

一帯

一
士

「柵

+
=
十
二
十
二
十

「十
h
十

}
十

「
十

「

十

「
封

冊

6
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シ次 ノ表 テ得 タリ。(第12表)1,

第12表 ニ ヨ レバ36例 中結 核菌j曾殖阻 止作用著

明 ナルモ ノ1?例 ヲ得 タ リ。 而 シテ是等 が抗原

性 蛋白盟 含有量:ハ32倍 陽 性以 上 ノ モノ8例1

8倍 陽 性以下 ノモ ノ3例 ニ シテ他 ハ8倍 ヨリ32

倍 陽性 ナル範 囲 テ出 デザル モ ノナ リ。

又阻 止作 用潤 朱セル10例 ニ アリテモ32倍 陽性

以上 ノモ ノ4例 ニ シテ、8倍 陽性以下 ノモ ノ2

例t他 ハ其 ノ中間陽性値 ナ リ。(±)、(+)二 於

テモ然 リ。

即 チ以上 ヨ リシテ血清學 的方法 ニ ヨリ説 明 シ得

タル喀庚 申 ノ抗原性蛋 白髄含有量 ノ増減 ハ結核

菌増 殖阻 止作用 トZF行 的量的関係 テ 認 ム能 ハ

ズ。

次 二喀疲濾液 テ煮沸濾過 シ、得 タル溝液 テ人血

S.C.C二 添 加 シ以 テ人型結核菌 ノ増殖度 テ検 シ

タ リ。(第13表)

第13表 煮沸前後二於ケ)V喀 疲濾液加人血

S.cC培 養成績 ト喀疲中ノ抗原性蛋 白胆量

℃
養
績
煮
沸
後

世

世
世

世
+
柵一

十一

十一

±一

帯

=

=

=
一

二

柵1

倦
成
煮
沸
前
什一

旦

±

±
+

十一

十

=

=

=

=

=

=

=
一

帯

原
量抗髄中白抜蛋喀性

×
oo

讐

}

一

「

一

H

一

一

一

}

}

}

一

　

X
守り

±

丁
一

一

一1-1

一

一

±
…

}

一

一

十
}

[

一

1

x
。辺
。。
-

土

十[

一

「

「

±

上

士

「

±

±
一

一

X
O
U

董

±

±一

一

±一

+

不
一

±

什
一

一

十

耳
一

±一

+
一

X

o◎

什「

什「

+一

十「

十一

十一

什
「

骨
一

骨
「

+
一

督㎝

量

+
一

十
「

×

寸

骨

癌一

+,

±

±

什

耳
一
什
一

世
+

世

世

±

量

X

σQ
I
一」

X

O

璽

世

什

π

耳
「

世

帯[

柵「

櫛

什
「
磁
「世

量

咄一

「

世
帯.
督

せ

せ

世

世

世

蝿

サ
柵

縞

柄}

世

リ

ソ
」

及

腰「ツベルク

三
二

三

三

三
土
+
一

=

一

二
+
=

病

症

別

暉
1

一1

「…豊
里
重
重

至
重

生
中
重

死

重
不
重

氏

名
1-

l

Hト

H
l「

」ト

ー

i

■
■

=
■
■
■

=
■
■
■
■
■

一

照封

番

號

2
{
3
一
4
㎝
5一
6一
7一
8一
9

亙

釜

万

三

第13表 ニ ヨラバ14例 中9例 ニアリテハ何 レモ

煮沸後 ノ結核菌増殖度 へ 煮沸前 ノ増殖度 ヨリ

増加 シ且減少 セルモ ノテ見ズ。

而 カモ煮沸後対照 ト同程度 二精 核菌2曾殖 セル モ

ノ6例 テ示 シ他 ハ何 レモ対照 ヨリ低 キ」曾頻度 デ

示 ス。, へ

爾 ホ煮沸前後 二堕動 ナキモ ノ6例 テ見ル。之 レ

即 チ換言 セバ熱 が其 ノ結核 菌噛 殖阻IL作 用.一.何

等影響 テ及 ボサザ リ シ例症 ナ リ。

以 上 ヨ リシテtレ バ喀疾 中 ノ結核菌増殖阻IL作

用 ラ呈 スル物 質 八二 ツテ考'、得 ベ ク卯 チ(1)熱

一 ヨツテ影響 ラ受 ケ容易 二破壊 サル ・モ ノ(2)

熱 ニ ヨツテ影響 ラ受 ケズ破壊困難 ナルモ ノ ・2

ナ リ。

第 三項 結核喀疾 中二存 スルi耐熱

性結核 菌増 殖阻 止物質

㈹ 小林 ハ所謂 「ヅベル クリン」檬物質 ナルモ ノが

結核喀疾 中 二存在 テ想像 セ リ。 同氏 ノ行 ヘ ル方

法 テ改良 シ結核喀疾 中 ヨ リ耐熱物 質 テ取出 シ之

テ添加 セル人血S.C.C法 二於 ケル 人型結核菌

ノ培養 テナセ リ。

之 二先立 チ蕗 「ツベル クリン」(傳研)稀 葎液添加

西 ヨル人血S.C.Cテ 試i第14表 テ得 タ リ。但

シ實験 方法 ハ喀疲 濾液 添加 ニヨル場合 二総 テ準

ズルモ ノトス
o

第14表r「 ツ ベ ル ク リ ン」加 人血

S.C.C培 養 成 績:

薩 「ツ ベ
ル ク リン」

稀 繹 度

Ox

10×

102×

103x

104×

対 照

S.C℃ 培 養

第1向 隣 胴i郷 国

世

帯
再

什
再

再

齋

成 績

i郷 国'

1一
一

一 一 一
什

柵

柵
,

帯

上表 二依 ラバ10倍 稀葎液迄 ハ 明 ラカニ阻 止作

用 テ呈 スルモ100倍 液 以上 ニ アリテハ阻 止作 用

ノ減退叉 ハ消失 テ ミル。

即 チ菖 「ツベル クリン」中 ニハ結核菌増 殖阻 止作

用 アルテ認 メタリ。然 レドモカ ・ル阻 止作 用ハ

奮 「ツベル クリン」中 ノ耐熱性結核 菌増殖阻 止物

質 ノミニヨルモ ノニ 非 ラズ シテ、 奮 「ツベ ル ク
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リ門 中 ∴含 マル ・石炭酸(0 .5%)其 他 ラモ考慮

セサ ルベ カ ラヅルハ勿論 ナ リ
。

弟15表 肺喀燦濾液加人血 畿CC培 養戒絞

ト耐航物質加人血S℃.C培 養成績

i

番耽 氏名 症別
「ツ 」

反感

喀フ炎濾被加
人血S.C.C

超 養成績 ▽,一 時一一 町

耐熱物質加一

人血S.C.C培養
残額

9

一_}

・×μ・×{1鮮× ・×11・xl解x

1一

一.亀

3
-

4
-

5
一一一,

6

兜

虫
重一
重一一 一

里
重

t
土
十
=

T
=一

ボ』二=

一 一

十一

■
噛・一一

■串一一
■一
■

士

.主

二_

、ニ 一

十
.」二_

.=_

=

什
一 一 響or_

柵

王一

τ

1{

世 一

十

1柵

柾
可一
吐
出
櫓

柄一事「

～再一

算

一一

土
一

一 い

二

=

.二
一

竺
九
十
_:一:2_

±
.

二

十

.世_

帯
一一

■一
■

坦
坦
肚
帯

7
の一

8
一一.一

9
一『

■ 重
.二_

.二 一

.二

榊

=

主
十

二申
一一一

柵

■　-一
■
聖
主 引墨

一

蝿 一

帯一一

対照 T1}
,一

第15表 ハ 耐熱性結核菌増 殖阻 止物質添加 ニ ヨ

ル人 血S.C.C法 二於 ケル 成績 ト耐熱性物質 テ

1採取 セル同一患者喀疾濾液添加 ニ ヨルS.C.C成

績 トテ比較 セルモ ノナ リ。

同表 ニョ レバ喀疾濾液添加 ニ ヨル培 養成績 ト耐

熱性物質添加 ニヨル培養成績 トハ原液 ニア リテ

ハ共 二阻止作 用 テ呈 スルモ ノ多 キモ
、10倍 液 ニ

ア リテハ阻止作 用 ノ減退又 ハ消失 テ來 セルモ ノ

前者 二多 キテ見ル。然 レ ドモ100倍 液 ニア リテ

ハ雨者共 二阻止作 用 ノ消失 ヲ見 ル
。

帥 チ以上 ヨリ観察 スルニカ ・ル喀庚 申 ノ耐熱 性

物 質 が喀疾 中結核菌増 殖阻止作用 一干與 スルモ

ノ・如 キテ知 レリ。

第 丁項 喀疾 ノPH二 就 テ

喀疾 ノPHラ(39)Graff氏 法 ニ ヨリテ3種 ノ色

素 テ用 ヒ測定 シ、之が結核菌」曾殖阻止作用 二如

何 ナル關係 ア リヤテ考究 セ リ。 弓

結核 菌巖 育 二好適ナ ル培地 ノPH二 就 キテへ

殊 二S・C・C法 ニ ヨル場合 ノ培地PHワ 移動及 ピ

結 核菌養育好適PH二 就 キテハ 鱒 西村既 二 盛

衰 セリ。 一 ・'

水 責験 テ 始払 ルニ 當 リ先 ツ喀疾濾液添加 二依

り、培地 タル血液 二PHノ 攣 動無 キテ検 ジタ リ。

即 チ第16表 呈示 スガ 如 キ 可検喀疲 ノ種 々ナル

PHノ モ ノテ血液.一.添加 シ直 チゐ 「キ ンヒドロ

ン」連 鎖法(西 村改良法 一ヨル)昌 ヨリ測 定 セリ。

両腋 ノ分量 ハ第二 単二示 フ・喀 疲S,C.C法 ノ場

合`準 ゼ リ。;、

X16喀 媛撒液添加 二山レ培地ノPH

No.

了

2

下

4

了
ρ〇

一
ワ
σ

Ω
U
一
Ω
り

10

一
11

被 検 材 料{PH
'
健康 人血雇i⑩アi壷i肺 結i(1)σ7西

中等症弱結核喀破(置)17.7

__慨 輿塑 堕 腿 」鰹2{7・

一一… 一一葦舞器雛 翻 蝦

((')十(1)

(G'+(皿)

(G)+(皿)

(G)十(IV)

G)+▽

・'5
.

7.7

7。7

i7.7

7。7ρ

7.7

り 　

上表 ニ ヨラバ全例 ニ アリテ極 ク軽度 ノPHノ 髪

動、即 チ各例 ニ アリテ小数 鮎以下二位 目 二於 テ

ノミ僅 少 ノ璽動 ラ認 メタリ。

カ ・ル僅少 ノPHノ 慶動 ハ結核菌登育 ニハ何等

影響 ナ キテ以 テ無税1サルベ キナ リ。

即 チ喀艇濾液添加 ニ ヨル血液PHハ 憂動 無 シ ト

見 テ可 ナルテ知 レリ。

次 二結核喀 庚36例 ニツキ其 ノP:Hテ 測 定 シ、之

が喀疾濾液添加 ニ ヨル人 血S.C.C法 成 績 ト比

較 シ第1?表 テ得 タ リ。

第17表 肺結核喀疲濾液人血S℃.C培 養成

績 ト喀廣ノPH

劃 氏

號1名
[

症擁{剛 疑
別}ル ソ}養 績:1PH

」.1

一
2

1}■ ■ ■■
}_一 重

重

一
一 一

十

一16 .7
'=一1

7.2

3 一 重 十 _17 .6
1.4 一 中 十 一 7.4'

5一 死 一 一 7.9一 一

6 一 中 十 一 5.97
7 一 中 十 一

一一

7.2 ,
8 一 中

一

十 一1 6:i魏

ト

9 中 十 一 「7τ ・～1象
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10

11

12

芸

拓
一16

17

18

19

一20
,

21

鎗

23

%

25

26

も

も

べ

電

27

奮

一29

一30

一31

一32

奮

菰

一35

一36

里
垂
死
亘

中
正

中
至

重
垂
垂
里
重
重

豊
里
重
星
里
死
互

垂
死
一死
亙

死
蚕

←
_騨

¶

_

』 一

一 一

一 一

十 一

一
●

十

一 一

・ 十 _露 ㍉

一 ±

一 '±

一 ±

一 十

十 十

一 十

一 十

一 十

十 十

一 什
一 什
一 什
一 什
一 什
一 柵
一 柵
一 帯
一 帯

十 柵

帯

4

ハ0

4

n6

ハり

ツ
・

7
.

7
・

ハO

FO

4コ7

6　7
`

2　7

1
　7

8　6

5
　6

6
　
6

5
　
6

5
　
6

6
ロ
6

0　7

6コ7

9　6

2
　
7

0
　
8

6
　
7

2　7

4
ロ
7

8　6

8　7

0
　7

0
　
7

第17表 二依 ラバ 結核菌増殖阻止著 明 ナルモ ノ

20例 ニア リテハ 其 ノPH:ハ5.6-7.9ノ 範 囲 一

アリ、 而 シテ 増殖度著明 ナルモ ノ10例 ニ アリ

テモPH6.8-7.8ノ 範 園 テ示 ステ知 レリ。

即 チ結核菌増殖阻止作用 テ呈 スルモ ノー アリテ

モ亦阻 止作用全 ク無 キモ ノニ アリテモ.其 ノPH

範 囲 ハ同一 ナルテ知 レリ。依 テ喀疾 ノPHハ 結

核菌増殖阻止作用 ニハ影響 ナキモ ハ 如 ク考 ヘ

ラレ、從 ツテ喀疾 ノPHハ 結核菌増殖阻止 ノー

因 トハ考 ヘ ラレズ。

第五項 喀疲 ノ「ヴィタiン 」C含 ・町

有量 二就 テ'.ド

喀疾 中 ノVitaminC含 有 量 ト結核 菌増 殖阻 止

作用 ト1關 係 テ知 ラン ト欲 シ、前記 ノ如 ク塵理

セル喀疾濾液 二就 キ、(50)故山t山 本、辻本等 ノ

記 載 二從 ヒ2.6Dichlor-phenol・indopheno1デ

用 ヒ テIndopheno1還 元 値 ラ 求1ソ レ ラ 「ヴ ィ

タ ミ ン」C一 一換 算 シ、且 ツ之 が帖 核 菌 増 殖 阻IL作

用 ・トノ関 係 テ研 究 シ次 ノ表 ラ得 タ リ。4

'第18表 肺結 核 喀 痕 濾 液 加 人血S
.C℃ 培養

成 績 ト喀 痕 中 ノ「ヴィ4ミG量
l

No. 氏 名 性 年 症型
Vitamin
C.mg19.

桔該菌
増殖視度

1一

ユ
3
_　

4
一'

5

一→}『 一一
←一'一一

皐一
♂

32 重 滲 0,002 一

41 重 滲 0,002 一

工
♀
竺
31

中 混 0,002 一

什
一
}r一一 重 混 0,002

一 ♂ 29
-

19

死 混 0,002 帯

6 一 ♂ 重 滲 0,003 一

7
-

8
-

9
-

10
-

11
一
12

一 ♀ 31
-

16
一 ρ

28
-

19
-

35

重 混 0,003 十

一 ♀ 死 滲 0,003 什

一 ♂ 中 混 0,004 一

一 ♀ 中 滲 0,004 一

一 ♀ 重 滲 0.CO4 帯

一 ♂ 19 重 滲 0,005 一

13 一 舎 32 重 混 0,005 十

14 一 ♂

一P

_1
21中 墳 0,006 一

15 一 i
辛
里i中肺型 0,008

一

16
-

17

一 18重 混 0,008 帯

一 ♂ 31肺 壊疽 0,008 一
1

上表 ニヨヲバ喀 疲中 二存 スルIndophenoD還

元 スル物質 テ 繧 テ 「ヴ,タ ミン」Cト 看 倣 ス モ

「ヴ、タ ミン」C量 ハ肺結核喀疾 ニ アリテハ0 ,002

mg/9-0.008mg/9ノ 範 園 一止ル モ ノナル テ知

ノレo

而 シテ之 ガ「ヴ,タLン 」C量 ト結核 菌増 殖阻 止

作 用 トノ關係 テ考 フルニ結 核菌増 殖阻1ヒ作 用著

明ナルモ ノ8例 一 アリテハ其 ヴ ィタtン 」C量

ハ0.002-0.008mg/gノ 範 園 一 シテ。 阻 【ヒ作

用全 ク無 キモ ノ3例 一 ア リテモ0.002-0.008

mg/9テ 示 ス。

即 チ以 上 ヨリ考 フレバ結核菌増 殖阻 止作 用 ト喀

庚 申 ノ「ヴiタtン 」C量 トノ間 ニハー・定 ノ關係

テ見出 シ難 シ。

第六項 實験的結核肺臓 濾液 テ添 加 セル人

血S.C.C法 二於 ケル人型結核菌培養成績

結核喀疾 ト肺臓結核病竃 トハ不可分 ナル關係 二
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アルコトハ明 ラカニ シテ且 ツ喀疾 ガ結核痢竈 ヨ

リ出デ來ルモノナル故、結核喀疲中ノ結核菌塘

殖阻止物質ハ結核組織 ヨリ出デ來ルモノト云 フ

テ得ベ シ。 カ・ル鮎 ヨリシテ結核病竈組織中ノ

結核菌増殖阻止物質テ研究 スルコトハ結核喀擁

中 ノ阻 止物質 ラ考究 スル上二於 テ甚 グ興味 アル

コトナリ。

コ ・二於テ結核梅瞑及 ピ家兎 ノ肺臓濾液 ラ探取

シ、 之ガ添加 ニヨル人血S.C.C法 二於ケル人

型結核菌培養成績ニヨリ、其 ノ濾液中ノ結核菌

増殖阻 止作用 ノ有無テ検 セリ。

第19表

實験方法・・人型上池株 デ以 テ第19表 及 ピ第20

表 ノ如 ク家兎及 ピ海獲 テ虎置 シ置キ4週 乃至8

週 日昌失血死二至 ラシメ、其 ノ肺臓 ノ病痩部 テ

可及的健康部テ避ケ乳鉢ニ トリ、細挫 ノ上良 ク
'癬 リップシ、等避 ノ生理的食盛水 ラ混 ジ、良 ク

挽伸 シb直 チー;「ペルケフエル ド」濾過器(V》 二

依 リ常二760mmHg陰es・ 一テ吸引 シ.得タル澄

明無菌沈液ラ實験 二供 シタリ。濾液探取後 ヨリ

培養成績刺定昌至ルマデノ操作虎置ハ纏 テ喀疲

濾液 テ添加セルS.C.C法 ノ場合(第 二砿 實験

方法二詳記セリ)二準ズルモ ノトス。

實験的家兎結核肺臓濾液加人血S.C.C培 養戊紙

番號 家兎番號 威 置

髄 重
(kg)

病 理 解 剖 所 見
淋 巴 腺

S.C℃

培養成績
},漕 一 一

肺臓病
愛
佑 左)
肝臓 脾臓

一 一}一一一一 一 『

雌 醸 殺時 朋 陣副 服 悔間 右川 加

1

-

2

τ
一

4

τ
一

6

T
-

8

_一一

9

-

10

138 上五
池週
株後
ミ失

ぎ血叩死

氣二
管至内
ラ
注シ
入ム

2,500 2.0 什
骨 十 什 柵 十 一 一 十 十

139 2.4 2.0 什
十
十 什 柵 十 一 一 十 ±

140 2.5 2.6 十
十

一 十 什 一 一 一 一 一

一

141 2.5 2.4 督
十
什 十 什 一 一 一 十 ±

161 2.6 20 骨什 十 什 朴 一 一 一 一 一

165 上8
池週
株後
ミ失

ぎ血
界死
氣二
管至
内ラ
注 シ
入ム

2.8 2.0
惜
帯一
柵
帯

一,一 一

柵
帯

什 帯 帯 十 一

一

一

一 一 一 、

l

l

:
168 2.4

2.5

1.8 什 什
一一

冊

柵 十 一 什 朴

170 1.9 十 柵 什
一一

什
一 一

十

十
}一

一

一 柵 柵

177 2.3 2.0
督
什 十 柵 柵 一 什 十

一 頓

179 2.5 2.2 什
什一 一
十 什 帯 一 一 什 十

11
-

12
--

13一

175 健置f§

轟ε)
塵1

2.5
一

柵 柵
177 2.4 柵 柵
178 2.5、 帯 柵

封照 柵

第20表 實験的海猿結核肺臓濾液加人血S.C.C培 養 成績

番號

1

2

モ アレ

番號

300

301

慮 置

盟 重
(瓦)

離 前瞬 時

325

317

300

302

肺臓

(右左)

病 理 解 剖 所 見
淋 巴 腺肝臓 脾臓

十
十

十

什

柵

肺門i頸副 服1腸 間

柵

柵

十

S.C.

培養 成 績

右刷 左肺

什

十 十
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3

一

4

一

5

一

6

7

一
8

一

9

一
10

一

11

12

一

13

14

15

一
16

17

一
18

302

304

305

307

309

310

324

826

328

330

331

333

340

303

306

308

i封照

4

週
後

失
血
死

二
至

ラ
シ

ム

上
池
株

　
、一〇
ヨ
叩
氣
管
内
注
入

8

週
後
失
血
死

二
至

ラ
シ
ム

上
池
株

　
、一〇
ヨ
叩
氣
管
内
注

入

(
18
)

置
(
16
)
ー

健
康

無
虎

319

344

362

315

383

388

310

300

323

366

362

340

318

330

352

310

298

314

325

300

330

280

272

205

263

305

305

281

200

330

352

310

朴
十

一十
十

一什
十

十
十

一甘
十

柵
帯
一
什
朴

一柵
柵

一柵
柵

一惜
什

一柵
柵
「
柵
榊
一
柵
柵

十

十

替

十十

什

十

}
什

…
什

柵

十

柵

一
+

一
柵

一
什

帯

一
帯

一
柵

柵

柵

柵

柵

柵

帯

柵

什

什

柵

十

十

十

十

十

十

十

十,

十

±

十

±

柵

柵

帯

十

柵

　
帯

一柵

}帯

「帯

一
柵

十

欄

±

十

一

柵

一

什

昌

什

柵

什

十

柵

柵

柵

柵

什

♂註

而 シテ第19表 及 ビ第20表 ラ得 タリ。

第19表 及第20表 ニ ヨ ラバ肺臓 二結核病漿高度

ナ ラザルモ ノニ ア リテ ハ 肺臓濾液添加 一ヨル

S.C.C二 於 テ結核菌 檜殖阻止作 用強 キ.テ 見 タ

リ。而 シテ特 二結核病 墜 ノ肺臓 以外 二無 キモ ノ

ニアリテ阻止作用強 キテ験知 セ リ
。

又肺臓 ノ結核病攣高度 ナルモ ノニアリテハ阻止

作用 ノ減退 叉ハ消失 テ來 セル モ ノ多 キテ知 ル。

カ・ル事實ハ結核 ノ感染免疫 ト共 二結核菌壇殖

阻止物質 ガ血液中二褒現スル事實、叉該物質 ノ

重症者血液中二浦失スル事實等 ト併 セ考 フレバ

肺臓組織中二於ケル該物質 ノ態度 テモ覗 ヒ知ル

テ得ベク且ツ肺臓組織 ト不可分 ナル喀疾 二於 ケ

ル本項以前迄 ノ實験成績 ト共 二考究 スルハ興味

アルコトナリ。
ノ ー

第四章 纏括及ビ考按

肺結核喀庚中二存スル結核菌壇殖阻止物質 二就

キ研究セル實験成績 テ左 二線括 シ以テ考按 テ加

へ'ン ト ス.、 .
　

(1)今 村内科入院患者喀疾331例 中重症161例

ニシテ其内結核菌」曾殖阻止作用テ呈 スルモ7・70

例 アリ。死亡者83例 中ニハ 只1例 ノセ阻止作

用 アルテ見 タリ。

結核菌壇殖阻止作用 ノ減退又ハ清失 セルモ ノハ

重症及 ピ死亡者 二限 リ之テ見、輕症及 ピ中等症

ニハ之テ見ザ リキ。_・

即チ結核免疫 ノ進行 シツ ・アル輕症叉ハ中等症

ニアリテハ噂蕨 中二結核菌檜殖阻止物質 ノ存ス
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ル ラ示 シ、重症及 ピ死 亡者 一ア リテハ、 カ ・ル

物 質 ノ減 少 叉ハ漕失 セル コ トテ示 人 ヒノナ リ。

(2)「 レ ントゲh像 ヨ リ見 タル病型 ハ結核菌増

殖阻 止作用 トハー定 ノ關係 ラ認 メザ リシモ、肺

1藻 炎 ノ硬襲型 ト}曾殖型1・ ・…ア リテ・・其 ノ培養

成績近似 シH.阻 止作 川弧力 ナル モ ノ多シ。

(3)全 血 液 ・7以 テL・ルS.C.C法 ハ ライ ト氏創

始以來今 日二至 ルマ デ種 々∴慮 川 ヒラレ、簡種

種 ノ状態 二於 ケ ル人血液 、實瞼的 ∴種 々ナ,レ状

態 ニオ カレタ,レ各種動物 血及 ビ血漿 二就 キ多数

ノ報告 ア リ。 「ッ'ぐル クリン」反慮 トノ關係 ニ ッ

キ彼等 ノ論 ク所 テ通賢 ㍗ レニ「ツ」反慮池失 セル

モ ノーア リテハ血液 中又ハ血漿 中 ニハ結核菌塘

殖阻 止作用 ノ減退叉 ハ漕失 テ來 ス トナ スガー般

ノ如 シ。

余 ノ成績 ニ アリテハ「ツ」反磨既 二陰性 トナ レ・レ

モ ノ257例 中 尚ホ其 ノ喀疾中 二結核菌 壇殖阻IL

作 用物質 ノ存在 ラ認 メ シモ ノ80例(31%)テ 得

タリ。然 ルニ「ツ」反慮陽性者 一 シテ結核菌檜殖

程度高度 ナルモ ノハ皆無 ナルニ反 シ「ツ」反慮陰

性者 ニア リテ爾 ホ12例(4%)テ 示 セ リ。 コハ
("5'Sonakノ 非 特異性一時的 「アネルギー」、ty)澁

川 ノ云 フ「ネガチーt〈'アネルギー」1・S.C.Cト ノ

關係所設 ト相挨 チテ興味 アル關係 ラ示 スモ ノナ

リ.即 チ余 ノ實験成績 二依 ラバ既 二「・ソ」反癒陰

性 トナ レル者 ノ内 ニテ全血液中 二結核 菌檜 殖阻

止物質 ノ消失 テ見 タルモ ノー アリテモ術ホ喀疾

中 一ハ該物質 テ誼 明 セルモ ノニ シテ、 カ ・ル事

實 ハ 「ツ」反慮 ノ減 退帥 チ免疫反慮 ノ減退、言 テ

換 フ レバ細胞反慮能力 ノ減退 ガ肺臓結核病竈 ヨ

リ産 出 サ レル或種免疫物質(結 核菌 檜殖阻止作

用 テ呈 スル)ノ 消失 二先立 ツコ ト子意味 スルモ

ノニ シテ、其 ノー部 ハ小林 ト見解 テ共 ニ ス,レ所

ナ リ。

以上 ヨリシテ喀疾 中二存 スル結核菌増殖阻 止物

質 ノ謹 明ハ肺結核 二關 シテ「ッベ ル クリン」二数

等勝 リテ、結核免疫過程考察 予慣値 アルテノ ト

云 フテ得 ベシ。

(4)結 核 菌檜 殖阻 止物質 ノ喀疾中 二減退叉 ハ浦

,Jkセル モ ノ17例 ノ豫後 テ通覧 スル"-bコ トゴ ト

〃不良 ノ経過 ヲ取 リ且ツ9例 二於 テ死 亡 セルラ

兇ル、之 謁1父シ結核菌壇 殖阻 止作用 ノ爾 ホ彊力

ナル5例_ア リテハ豫後良好 叉 ハ不慶 ∴ シテ、

不良 ナル モノラ見ザ リキ。

即 チ之 ニヨリテ考 フ レバ結核 菌瑠 殖阻IL物 質 ノ

喀擁 中 ニアリテ減退叉 ハ滑失 ス・レハ其 ノ豫後 ラ

不良 二導 ク他面 二於 テ該物質 ノ存花 ハ豫後 ラ シ

テ不良 二導 カザル テ知 リ得 ベ ク、 之豫後制 定 二

資 スル所大 ナ リト考 フ.前 項 「●ソ・ごル ク リ約 反

癒 トノ關係考察 テモ併 セ考 フル トセハ澁川 ノ云

フガ如 キ全血液S.C.Cラ 以 テ1:ル 該 物質 ノ豫

後 的意義 テ喀疲 二於 テー雁深 力 ろ シメク・レノ感

ア リ。

(5)全 血 液 中 ノ結核菌埆殖阻1L作 用 ノ基因 一=就

キテハ今 日尚 ホ詳 ラカナ ラズ。雌 ツテ喀 庚中 一

存 スル該作 用 ノ基 因 二就 キテモ未 ク之 ガ検 索 テ

試 ミタル モ!ラ 見ザル故 二之 ニリ キニ三實駿 セ

リ 。

1.結 核 喀疲 中白血球 教 ノ多量 ナt・モ ノ程 、其

ノ濾液 テ添加 セルS.C.C一 ア リテ結 核菌 増殖

阻止作用 ノ強大 ナルコ トテ知 レ リ,

故 二膿 汁中 ノ白血球 テ用 ヒソレガ浸出液 子作 リ

人 血S.C.C=添 加 シ人型 結核菌,培 養 ラ試E

シニ、結 核性膿汁 ニ アリテハ明 カニ結核菌 増殖

阻止作用 ラ呈 シタルニ反 シ、非結核膿汁 ニア リ

テハ阻正作 用 テ認 メザ リキ。

即 チ白血球盟 内 ノ或 ル物質 ガ結核菌 増殖阻 止作

用 二或 ル役 目 ラナ ヘモ ノー シテ、 ソ レガ結核性

膿汁 ヨ リ探取 セルモ ノニ限 ル撃 ヨ リ考 へ恐 ラク

ハ結核免疫物質 ナ ラ ン ト思惟 サル
。

依 テ以 テ結核菌檜殖阻 止作 用 ノ…基 因 ト+シ 得

ル モ ノナ リ。

2・ 喀疾 中 ノ蛋 白禮 ニツキテハ'16」古 クヨリ之 テ

化學的 二謹 明 セルモ ノ多撒 ア リ。 又試験 管内 二

於 ケル結核菌 嚢育 二關 シテ ノ實験 ニツキテハ吾

人 ノ既 二培養地製作 二當 リテ日常周知 ノ事實 ナ

リ。 、・」べ・・

余 ハ喀疾 中 ノ抗原性蛋 白禮 ヴ血清學 的 二測定 シ
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之 ガ結核菌」曾殖 二如何 ナ ル關係 ア リヤ ラ覗 ヒ シ

ニ何等一定 ノ關係 テ見ザ リキ。 コ ・二於 テ余 ハ

喀疾濾液 ラ煮沸濾過 シ凝固蛋白蛇 二熱 二弱 キ免

疫物質 テ破壌 シ非動性 トナ シタルモ ノテ用 ヒシ

ニ煮沸後 ノ培養成績 ハ煮沸前r比 シ結核 菌」曾殖

阻止作用減退 セル ガー般 ナ リシモ尚 ホ阻 止作 川

ノ強力 ナル モ1ア ル ラ知 レリ。

即 チカ ・ル事實 ヨ リシテ阻止物 質 ノー成分 ハ熱

二弱 キ或種免疫物質 ト他 ハ熱 二張 キ即 チ耐熱結

核 菌壇殖阻 止物質 トモ名 付 ク'ぐギ ニ物 質 ヨ リナ

ル テ知 ル。

3.然 ラバ カ ・ル耐熱 性物質 ハ如何 ナル モノナ

リヤ ノ疑 問 アリ。余 ハ小林 法 ニヨリ小林 ノ云 フ

「ツベル クリン」様物質 テ探 リ出 シ實験 セル ー、

喀疾濾液添加S.C.C成 績 ト略 ボ同 ジク結 核菌

壇殖阻止作 用 テ呈 スルテ見 タ リ。

帥 チ之 ヨ リシテ耐熱性物質 ガ結核菌壇殖阻止作

用 ラナス物質 ノー部 ナ リ ト考 フ。

4.喀 疾 ノPH二 就 キテハ('m静 戸 、(4s)Trossarelli

U.Lugiノ 報 告 アル モ余 ハサキニ㈹ 西村等 ト

共 二結核喀 庚 ノPH卜 混合感染 ニツキ「キ ンヒ ド

ロン」法 ニ ヨル測定値 テ公一セ リ。即 チ結核喀

疾 ノPHハ5.O-7.8ナ ル範園 ナ リ ト。

カ ・ルPHノ 範 園 ハ結核 菌増殖阻止作用 張力 ナ

ルモ ノ及 ピ弱力 ナルモ ノ・嘆蕨 範園 ト同一 ナ

リ。結 核菌壇 殖阻 止作用強力 ナルモ ノ ・喀疾PH

ハ5.6-7.9。 結 核菌檜 殖阻止作 用弱 力ナル モ ノ

ノ轍PHハ6.0--7.8ナ レバナ リ。自ロチ以上 ヨ

リ見 テ結核菌増殖阻 止作用 ト喀疾 ノ.PHト ノ間

ニバー定 ノ關係 ナ 久 從 ツテPHハ 阻止作 用 ノ

ー素図 タル テ得 ザルモ ノ ・如 シ
。'

5.・ 入 膿諸臓器殊 二肺臓 ノ「ヴ ・タミン」C量 一

1ニ
ヲ み りい

瀞 第五章

就 キ ア ハ{勧 松 愈 、鰍 西 垣 等 、實 験 的 結 核 肺 ユ 就

テ ハ ㈹ 西 垣 、1.11上 ノ報 告 ア リ。 是 等 ノ成 績 ・ち依

ラ バ人 盟 結 核 肺 臓 ノ「ヴtタ こ ン」C旗 ハ 健 康 肺

臓 ノ ソ レ ニ比 シ著 シ ク減 少 セ ル ガ 如 シ。 其 ノ値

西 垣 一・・}アリ テ ハ0.026mg/91・ 報Iti・L・`リ。!余 ハ

結 核 喀 疾 ノ「ヴtク ミ;'」Cl6D測 定 シ'f均0.005

mg/9テ 得 タ リ・ ∵'

而 シ テ カ ・ ル 「ヴ1タzン 」C・:ll=ト結 核 菌1曾 殖 阻

IL作 用 ト ノ關 係e研 究 セ ・しtノ 僅 少=一 シ ア、 僅

カ ニ 内 藤 ハ 大 量 ノ 「ヴ{タ ミ ン」Cハ 結 核 菌 猛 育

テ増 進 セ シム ル コ トラ 全 血 液S.C.C法 一 ヨ リ

實 験 セ リ。.

余 ハ喀 疲 中 ノ カ ・ル 微 量 ノ「ヴ{タ ミ 刊C量 ガ

、結 核 菌 増 殖 阻 止 作 用 二影 響 ア リ ヤ テ検 セ ゾ へ

影 響 無 キ モ ノ ・如 キ成 績 ラ得 タ リ。

即 チ喀 疾 中 ノ,lndophenolラ 還 元 ス ル物 質9fテ総

テ 「ヴ ィタ ミ ン」Cト 見 倣 ス モ 、 カ ・ル物 質 ハ 結

核 菌 塘 殖 阻 止 作 用 ノー 基 因 トナ ス能 ハ ザ ル ラ知

レ リ。 ・}・

てtl
6.實 験 的結核肺臓 濾液 テ添加 セル人 血液S.C・

C法 二於 ケル人型結 核菌培養成績 ニア リテハ結

核病慶輕度 ナ ル モ ノハ 結 核菌壇 殖阻 止作 用強

ク、病攣高度 ナルモ ノニア リテハ阻 止作 用 ノ減

退 叉ハ消失 テ見 ルモ ノ多 シ。

カ ・ル事實 ヨリ シテ結核 ノ感染 免疫 ト共 二結核

菌壇 殖阻 止物質 ノ結 核病竈 二於 クル猛現 、溝長

テ覗 ヒ知 ル テ得ベ ク、 且ツ喀疲 ガ結 核病竈 ヨリ

出 デ來 レルモ ノ三 シテ、從 ツテ喀疾中 ノ結核 菌

壇 殖阻 止物質 モ結核組織 ヨリ出 デ來 レ・レモ ノ ト

考 へ得 ル ラ以 テ、喀 疾 中 ノ阻止作用 ノii'i長ト以

上 ノ結核組織 二於 ケル阻止作用 ノ浦長 トラ併 セ
ロ

考 フル コ トハ興味 アルモ ノナ リ。

、 ゆノt.へt

'tl
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(1)結 核喀疾中 ニ ハ 結核菌壇殖阻止物質存在

ス。而 シテ唾液及 ピ非結核喀疾中一ハ存在 セズ。

(2)結 核菌増殖阻止作用ハ重症者及死亡者喀疾

ニアリテハ減弱又ハ浦失 スル者多 シ。
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(3)軽 症及 ピ中等症患者ニアリテハ喀疾中ノ結

核菌壌菰阻止作用 ノ減弱又ハ泊失 ラ見ズ。

(4♪喀疾中ノ結核菌檜殖阻止物質ハ 「ツベルク

リン」反慮陰性 トナリタル後時 ヲ纒テ消失ス。

(5)喀 疾中結核菌」曾列1阻止物質 ノ経過 テ追ツテ

見ルニ其 ノ消央ハ橡後不良 テ伸 フ事 テ知ル。

喀妓中結核菌爾 殖阻止作用 ノ基因 トシテハ白血

球禮及熱 二安定、不安定ナル三物質 テ考 フベク、

而 シテ喀疾 ノPH、 喀疾中 ノ抗原性蛋白艦及ピ

「ヴ、タミンjC量 ハ之二關與 セザルモノ ・如 シ。

(7)實 験的結核肺臓病竈 ニアリテハ病慶或 ル程

度マデ進 ミタル場合其 ノ輕度 ナルモノハ高度 ナ

ルモ ノヨリ多景 二結核菌増殖阻止物質 ラ含 ムモ

ノノ如 シ。

終 リニ臨 こ懇篤 ナル指導及校閲 テ賜 リタル今村

教授 二深謝 ス。
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